
AICHI X TECH事業「福祉局医療療育総合センター」最終レポート
テーマ：ショートステイの予約を予約システムで便利にしたい！ 実証事業者：株式会社メイギテクニカ

実証概要

設定した解決したい課題

解決の方向性（実証事業者との協議結果）

試行運用の概要

• 現状は、主に電話で先着順で予約を受け付けているため、電話が集中する受付開始日の電話対応の負担が大きく、利用者から「電話がつながらない」との
意見もある。

• 日程調整後の利用日時の決定連絡も電話で行っており、職員の負担が大きく、利用者が利用日時を失念する場合もある。

• 利用者がインターネットを介してスマートフォンやPCから、いつでもどこから
でも予約ができるシステムの作製する。（予約カレンダーを含む）

• 日程確定後、該当利用者への連絡配信、関連書類（依頼連絡票）作成が自動で
行われるシステムの作製を行う。

＜検証項目・KPI＞
• 予約時に関する業務負担軽減（電話対応業務及びカレンダー入力業務にかかる

時間 / 利用者1人当たり）：
現状 15.9分 目標値 0分

• 職員及び利用者の利用に伴う満足度評価：肯定的な意見が7割
• 予約後に関する業務負担軽減（依頼連絡票作成業務及び利用スケジュール決定

連絡業務にかかる時間/利用者1人当たり）：
現状 2.1分 目標値 0.1分未満

Before After

方法： １）職員にてシステムの一連の作業を実施
２）利用者がシステムの一部分の操作方法を体験 ※予約登録を中心

期間： １）１０月３週目～１１月１週目
２）１１月２週目～１１月３週目

評価： １）２）検証項目を計測し評価

利用者

職員

利用者は電話で先着順に予約受付。
職員はカレンダーに手書きで

予約入力。

利用者

職員

利用者は予約システム上で
いつでもどこからでも予約可能。
職員はシステム上で予約確認。

予約システム
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実証事業者：株式会社メイギテクニカ実証概要

工夫したポイント

実証実験の評価及びKPIの結果

導入に向けての課題と解決策

✓ 利用者が予約をする際、予約したい日時の空き状況を一目で分かるようにした。空床数は各利用者が入所できる病床のみを表示できるようにしている。
✓ 「予約開始・追加予約に関する開始案内の通知設定」と「予約確定連絡のメール送信」をできるようにすることで利用者の利便性の向上を図った。
✓ 予約情報を基に依頼票、入退所カレンダーを自動で作成し、業務負担を軽減した。

✓ システムを活用することで、予約時における職員の作業工数ならびに利用者への連絡における作業工数を削減し、業務負担の軽減に十分に効果があることが
示唆された。

✓ 予約後の関連書類作成の自動化により、職員の業務負担が軽減されることを確認した。
✓ 職員からは、本格導入にならないと分からない不安はあるものの、使いやすさは満足であり業務負担が減ることを期待するという回答を得られた。
✓ デモ機を用いた予約システムの試験利用を介して、利用者の約9割から「システムを利用したい」との肯定的な意見を得られた。

＜検証項目・KPIに関する結果＞
• 予約時に関する業務負担軽減：

現状 15.9分 → 結果 ①利用者がシステムで予約をする場合 0分、②利用者が電話で予約をする場合 12.6分
• 職員及び利用者の利用に伴う満足度評価：

結果 ①利用者アンケート 9割、②職員アンケート 10割
• 予約後に関する業務負担軽減：

現状 2.1分 → 結果 ①利用者がシステムで予約をする場合 0.1分未満、②利用者が電話で予約をする場合 1.０分

✓ 実証実験モデルにて試行していただいた際に、職員ならびに利用者から、
導入するにあたり細かな要望が多々あった。導入に向けて、要望を満た
す機能を追加することや、本番環境への移行作業が必要となる。
例）利用者：画面デザイン（文字サイズ等）、予約可能幅の可視化 etc

職員：利用者固有の条件を含めた予約申請 etc
✓ 細かな要望に関する仕様を満たすシステムを作製するにあたり、技術的

には問題ないものの、施設内の運用方法に基づく要望項目もある為、ど
のような運用にすることが、職員ならびに利用者の双方にとって最適で
あるかを協議し決定する必要がある。
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